
 
 
 
 
⼦どももわたしたちも主体感をもち、互いに学び合う。 
実践の場に⾝を置く中で、実践を⾒つめる「わたし」は 
何を感じ考えているのか。 
「かく」こと、「語る」こと、と他者の⾔葉を「きく」ことで 
⾃⾝の実践において⾒出した意味を再構築していく。 
今⽇ここでわたしたちが創り出した学びを⼤切にし、 
次の実践を創ることにつなげていくことを⽬指しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2024 年 6 ⽉ 26 ⽇ ５歳児公開保育研修会  
〜保育を⾒よう・保育を語ろう〜 

保育を参観する前に、この研修における前提を参加者のみなさんと 
共有をしました。その後、参観者の皆さんには５歳児の保育実践を参観
いただきました。 
保育後、当⽇の保育の実践者による D.D.を参加者のみなさんに参観し
ていただき、参観者の皆さんに保育を通して感じ考えたことをかいて
いただきました。 
記録した保育をもとに⼩グループで語り合いを進め、⾃⾝の実践にお
ける価値観や教育観などを捉えていくことに臨みました。 
また本研修による営みの意味を畿央⼤学 中村恵教授よりお話いただ
きました。 
研修終了後には、担任を囲み改めてその⽇の保育実践を振り返る時間
をもちました。 
みなさんご参加ありがとうございました。 
（参加者：中村 恵先⽣（畿央⼤学） 参観者 18 名 本園職員 8 名） 

   

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

参加いただいた方のふりかえり（抜粋） 

「違う環境で学ぶ⼤切さ」 
いつもと同じではなく、ぜんぜん違う環境から 
違いや学び、⾒え⽅が変わると感じた。 

保育者も構成員の⼀⼈としてじぶん
の思いをもつことが、⼦どもを尊重 
することにつながると学んだ。 

「書く」ことで⾃分の視点
がよく分かった。 
様々な⼈と対話をすること
で、いろいろな視点で 
話ができた。 
 

「保育をかく」こと 研修設計を振り返って 

本研修を通して感じ考えたこと 


